間伐材の需要を促すための針葉樹を用いた新規活用方法の提案 : layered furniture Renaiss ver. 2014 by 南川 茂樹
作品 南川茂樹
l‘ayc1cd furniture Renaiss ver. 2014 photographs by NAKAMURA Mitsutaka(Studio DaDa) 
21 
作品 南川茂樹
ルネスホール金庫棟ルネスギヤラリー
22 
研究ノート
間伐材の需要を促すための針葉樹を用いた新規活用方法の提案
layered furniture Renaiss ver. 2014 
南川茂樹
l はじめに
間伐材である針葉樹を有効に活用することで、森林の
回復に貢献できるよう、2007年より針葉樹を用いた家
具や空間表現を提案してきた。
そして今回は、日本の住空間に馴染みある床庄の室札
の提案研究を行った。
2 研究の概要
以前、スツールやテーブルの提案をしてきたが間伐
材である針葉樹のスギやヒノキの表情がより効果を発揮
するのは、床座の空間であると考えた。
その床座での構成要素として、椅子の役制を持つ座椅
子、テーブルの役割を持つ座卓を提案アイテムとし、そ
れらをひとつの空間での室札として現代のライフスタイ
ルにあった表現を試みた。
3 作品
間伐材として歩留まりのよい100mmの板を材料の
モジュールとしmm厚の板を積層して座椅子、座卓
を形成する。いずれも、天板（座面）と脚（背）を構成
する材が交互に積層されるためスリッ卜が生まれ、この
提案のデザイン特徴となる。この意匠は、日本の伝統的
な椅子や建具のイメージと重なり、床座の空間に馴染む
デザインとなった。 またこのスリ ッ 卜は、光を透過させ
る効果があり、外光やl照明によって空間に様々な表情を
もたらす結果となった。
座椅子は、座面と背の開角を検証の結果100°とし、椅
子座に慣れた現代人にも楽に座れるよう、従米の座椅子
よりも座面前縁高を上げ、座座面傾斜角を5°とした。
その結果、脚を投げ出す姿勢や立て膝でも楽なポジショ
ンを取れるようになった。
座駄句は、大小2種類提案し、小サイスのものは大に収
納できるようになっている 。 大サイスをメインに使用し、
小をサイドテーブルとするなど、様々な使用シーンに対
応し、空間のレイアウトアレンジにも効果をもたらす。
今回使用した材は、岡山県西粟倉村の株式会社西粟倉・
森の学校の協力を得て、すべてそこから訓達したヒノキ
の間伐材である。伐材の欠点である、節があるや、大
断面材が取れないといったことを、デザインで克服をし、
座椅子、！主卓と空間を区切るためのパーティション及び
照明を提案。特に座椅子、座卓は、間伐材でも容易に提
供できる幅1OOmmをモジュールとし、節があっても強
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度に影響がない積層という構造にし、それぞれの欠点を
克服している。また節ついては、使用に影響がない部
分に配し、アクセントとしても、あるいは間伐材である
証拠としての表情も担っている 。
併せて、展示空間に結界を作るため、相欠け接ぎで組
まれたパーテ イショ ンを設置し、室内空間て、あることを
想起するために、照明も取り付けた。
4 結論
座椅子や座卓は、人体にとても密接に存在し、ヒノキ
の持つ肌理や芳香によって、触覚的にも嗅覚的にも心地
よさを感じるものとなった。また積層構造によるスリッ
トによって通気性があり、長時間の使用でも快適に過ご
すことができるようになった。 さらに、困ーのモジュー
ル材料であるため、加工も容易であることも特筆すべき
点である。
間伐材であることに奢らず、現代の生活空間にあった
デザイン性の高い提案であることによって、それを選ん
だユーザーが結果、間伐材で構成されていることを知り、
環境のことを考えるきっかけになることを望む。 そして
それが、間伐材の需要拡大に繋がり、森林を再生するた
めの－DJJ に なればと思う 。
5 出展
「問 （あわい） 展」
-自然と人の〝間〟産と学の〝間〟、間伐材の〝間〟-
共同出展者：小原千佳/佐藤紗矢香/都藤亮輔I ill下諒之
（南川研究室ゼミ生）
会期： 2014 年 3 月 8 El ～ 1 6 日
会場：ルネスホール金庫棟ルネスギャラリー
主催：岡山県立大学デザイン学部
共催：株式会社西倉・森の学校
ルネスホー ル （NPO 法人バンクオフアーツ岡山）.
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